中　映　協　だ　よ　り

明けましておめでとうございます！

2014年の中部映像関連事業社協会（中映協）新年会は、1月15日（水）正午より名古屋市中区のローズコートホテルで催されました。

会員社や賛助会員社などから80名を超える参加者で、盛大に行われました。

オープニングで、会場には津軽三味線の音が鳴り響きました。山口晃司、杉山大祐両氏による「津軽じょんがら節」の演奏です。新年にふさわしい威勢のよさで景気回復への期待がふくらみました。
あいさつに立った中映協の谷水康彦副理事長からは「中映協は作品コンテストとセミナーを柱として、この地方の映像産業に関わる人材の技術力アップ、資質アップを目指していく」と力強い決意が表明されました。
続いて、来賓の中部経済産業局コンテンツ産業支援室の林正実室長から「地域経済の発展のため、映像産業はつなぎ役となって地場産業の活性化に役立ってほしい」との大きな期待が示されました。
愛知県産業労働部産業振興課次世代産業室の大野康史室長からは「情報産業の育成に力を入れていく」という、映像産業に携わる私たちにとって強い励ましとなる言葉をいただきました。

ご臨席の来賓が紹介された後、全国地域映像団体協議会の信井文夫名誉会長の発声により参加者全員が今年の飛躍を誓って乾杯をしました。
津軽三味線の軽快かつ勇壮な音色が響くなか歓談に移ると、会場のあちらこちらで参加者同士の意見交換が始まり大いに盛り上がりました。
今年も賛助会員社各社に出席いただきました。
社名を紹介させていただきます（五十音順）。

ソニービジネスソリューション　様
朋栄　様
報映産業　様
会員各社が今年もお世話になります。よろしくお願いいたします。
新年会の締めくくりは、恒例の福引き大会です。

各社から提供された商品が抽選のうえ、次々と笑顔の当選者に渡されていきました。

最後は中映協の大庭卓也監事によるお礼のあいさつで〝中締め〟となりました。

景品をご提供くださった出席各社の皆様、誠にありがとうございました。
今年も中映協の活動にご協力いただけますようよろしくお願いいたします。

